2012年8月26日推敲　もう、手遅れです！台本
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台本中のマークに付いて

◆…舞台の照明を操作する箇所です。

SE【】…サウンドエフェクト。音響を出す箇所です。番号をふっています。
（）…カッコ書き。役者の行動などを書いています。

演じる上での注意

コントを集めたものになっていますので場面転換が多いです。配役が連続しないように気をつけましょう。

この台本を書いた人

2012年8月26日

劇団きりん座　座長　龍一

メールアドレス info@kirinza.com
http://www.kirinza.com/
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「もう、手遅れです１」

登場人物／Ａ殿、B殿、C殿、姫
◆…舞台明るくなる

（B、真ん中でアニメージュを読みふけっている。）

B
「おっほー。これは、これは。やはり今期No１アニメはココロコネクトで決まりでありますなぁ、よきかな、よきかな。」

A
「Bどのー！Bどのー！Bどのーっ！どこですかー！Bどのーッ！」

B
「Aどの！部室であります！部室にいますであります！部室にて月刊アニメージュ読破中、我、ただ今、月刊アニメージュを読破セリ、繰り返す、我、ただ今月刊アニメージュ読破セリ！応答せよ、応答せよ、、、。トンツー、トンツー（モールス信号）」

A
「ここでござったか！いやー　なんとも　かんとも　残暑がきびいでゴザル！拙者、汗だく　つゆだく、プテロダク！（恐竜の名前）」
B
「ところで例のブツのほうは大丈夫でありますか？」

A
「（ニヤリ）抜かりないでゴザルーッ！いま人気売り出し中の熟女声優『夢花月せりな』ちゃんの握手会整理券！」

B
「オウフｗｗｗ　キタコレーッ！この為に、今月は生きてきたであります！フッフッフ、笑いが止まらんであります！我、笑いが止まらない、我、笑いが止まらない、、、。トンツー、トンツー（モールス信号）」

A
「しかし、B殿！そこまでの出費、今月は大丈夫でゴザルか？あまりにも、その、、、食費が圧迫されるのではござりロリン？↑」

B
「買いたいものはすぐに買う！それこそが己の進む道のはず！」

A
「なんとゆー　あっぱれな精神でござろうか？　そんなB殿に、敬礼っ！」

B
「敬礼！自分は、これからも食費を切り詰め、ガス代を切り詰め、上下水道代を切り詰めて、命をかけてオタク道を邁進することを誓います！ハッフフフゥ！」

A
「そんなB殿に…パンの耳の差し入れでゴザル！」
B
「A殿（感激）、、、いや！！そ、、、そこまで甘えるわけにはイカンであります！A殿とは盟友、そして親友！しかしライバルでもある！甘えるわけには～、甘えるわけには～。トンツー、トンツー（モールス信号）」

A
「B殿、、、これはあえて敵に塩を送っているでゴザルよ、、、これこそがライバルのライバルたるゆえん！」

B
「ななな、なーんと！」

C
「俺、ローグイン！今日の俺、ローグイン！！」

A、B
「C殿！」

A
「C殿がご帰還なされたーッ！おしゃれの街、福岡大名から無事にご帰還なされた！」

C
「この帽子、見てくださいお。大名でゲッチュウダウンした一品物、値段はなんと６千円ですお！通常価格９８００円を６千円に負けさせたでおす！」

B
「ななな、なーんと！ろくせんえん？！まどか☆マギカのブルーレイディスクが一本来るではありませんかぁ！我、びっくり！」

A
「神じゃ！おしゃれの神が降臨された！６千円の神が、今、ここに！」

B
「C殿、、、リア充を目指すというのは誠でありましたか！嘘ではなかったか！C殿は、我々の手の届かないところへ行くつもりなのでありますか？」

C
「名残惜しいですが、私、身だしなみにも気を使う一歩先ゆくオタクを目指すことを、、、ここに宣言するお！」

A
「C殿っ！」

B
「勇気ある一歩を踏み出した、C殿に、、、敬礼！」

A
「敬礼！」

C
「A殿、B殿、おいらがリア充おしゃれ星人になっても、、、友だちでいてくれるかお？」
A
「ふっ、おしゃれ星人に成り下がったC殿は無用！」

B
「もはやこのエリアの人間ではない！であります。」

（Cのまわりをくるくると回りだす二人。）

C
「な、なんと！なんとしたこと！！」
A
「ふふふ、、、一般ピープルに成り下がり果てたC殿には容赦なし！容赦なし！」

B
「用なし、意味なし、お金なし！！」

C
「ムームームムムー！かくなる上はぁ、臨兵闘者皆陣列在前！『星の力を秘めし鍵よ！真の力を我の前に示せ！契約の元、さくらが命じる！封印解除！！』」

A、B
「ぎゃああああああ！」
(Dが走ってくる)

姫
「A殿ーっ！B殿ーっ！C殿ーっ！わたくし、とっても大変ですわ。」

A
「おお、これはこれは姫。戦国BASARAコスプレオンリーイベントはどうでござったか？」

B
「ネットで拝見いたしましたが、なかなかの伊達政宗ぶり！大変あっぱれでした！ぜひとも決め台詞を生で聞きたいであります。」

姫
「しょうがないですわねぇ、、、COOLに行こうぜ！」

A
「おおお！」

B
「やんや、やんや！」

C
「見える、見えるぞ！姫の背中にあの名称、伊達政宗公が、降臨しておられるお！」

A
「はぁー　ありがたや、ありがたや。」

B
「それはそうと、先ほど、何かを叫ばれていたようでありますが？？」

姫
「じ、、、実はラブレターをもらったのです！」

A
「な、、、なんと！」

B
「そのラブレターはいつ頃のものか？ひょっとして１６００年頃のものか？おのれ、それは国宝級でありますぞ！」

A
「このリア充娘っ子に、義の鉄槌を！」

B
「チィース、チィース！」

C
「ヒィーヒィー！」

（姫のまわりをくるくると回りだす。）

姫
「フッ、愚かな者どもよ、、、これでもくらうがよい！！


『三分間待ってやる！』　『シータ落ち着いてよく聞くんだ、あの言葉を教えて、僕も一緒に言う。僕の左手に手を乗せて、おばさんたちの縄は全部切ったよ。』　『時間だ、答えを聞こう！』　『バルス！』　　」

A、B、C
「ぎゃああああああ！　目が、目がぁあああ！！」

B
「　『ママ、崩れるよ！』　」

A
「　『仕方ない、脱出！急ぎな！』　」

姫
「ラブレターをもらったのですわ！！」

A
「す、すまぬ。あまりの事に取り乱してしまって。C殿といい、姫といい、リア充デビューとは。して、相手は誰ですか？」

姫
「それが、、、わかりませんですの！学食の裏に来てくださいと、ただそれだけ書かれていて、、、。ああ、相手が伊達政宗様とわかっていますなら、何をおいても馳せ参じますのに。」

B
「それだけではラブレターかどうか、わからないではないか！むしろ、　『ちょっと面かせや』　みたいなＤＱＮかもしれんじゃないか！危険だ、非常に危険だ。D殿！世の中は我々のようなヘンタイ紳士ばかりではないのですぞ！」

姫
「そ、それもそうですわね。このラヴレターは、見なかったことにして明日を生きるでごわす。」

B
「うむっ　それがよろしかろう。君子危うきに近寄らず、まさにその通り。」

C
「、、、あいや　待たれい！もし、そのラブレター、本物であれば相手がまっこと可哀想ですお！」
B
「C殿は、リア充の肩をもたれるでありますか！」

C
「我々は世の中から虐げられている存在。だからこそ、他人の気持ちを推し量ってやることは大事ではないですかお！そのラブレター、相手は決死の覚悟で出したかもしれないではないですかお！」

A
「ぐぬぬぬ、確かに。」

B
「危険であります！女一人で呼び出しに答えるなど、危険ここに極まれり！私は反対であります。こんなラブレター、破って捨てて、ポポイのポイ！」
A
「ふぅーむ・・・それでは、こいうのはどうでごザルか？我々も、姫の待ち合わせ場所に出向き、姫を見守るのでゴザル。いくらなんでも我々三人いればＤＱＮやらヤンキーが来ても対処できるのではありますまいか？」
姫
「私も、この手紙の文章を見て悪い人には見えませんわ。なんとゆーか、必死さを感じます↑、感じ取れます↑。」

B
「むむむ、しかし、姫。ひょっとして、そのラブレターの主がイケメンだったら交際するつもりでありますか？」

姫
「はっはっは！ないないないでありますわ。」

B
「（ホッ）そうでありますか。」

姫
「ただ、ちゃんと会って、お断りをしたいと思っただけですわ。正面から戦うことは大事であるとかの名将　石田三成様も申しておられるコポォ。」

A
「あい、わかった！我々、その待ち合わせ場所につきあいましょうぞ！」

B
「姫の、勇気ある行動に敬礼！」

（みんな、敬礼する）

A
「して、その時間はいつ頃でゴザルか？」

姫
「この手紙によれば、今から８０分後ですわ！」

A
「ムムムー、８０分も待たねばならんとは、時は金なりですぞ！」

B
「なんとゆー　苦行！こんな場所で８０分も待つとは！」

C
「まぁまぁ、落ち着いてまとうですお！８０分くらい、芝居を見ていればすぐですお！」

A
「おお、そうだ。芝居を見ていれば８０分くらいすぐ！」

姫
「では、待ちましょう。我々の命運は、この指先に！」
（姫、舞台真ん中で天井を指をさす。）　◆…できれば姫にスポットをあててほしい。
A、B、C
「光だ！光が見える！　その指先に光が見える！！」

◆…舞台暗くなる
SE【１】…アイキャッチ音

「ふたりの刑事」

登場人物／A、B
◆…舞台明るくなる

SE【２】…銃撃戦の音

Ａ
「くそっ！やばいぜ！あいつら、俺たち二人ごとやるつもりだ！」

（Ａが少し顔をのぞくと、射撃音がする。）
SE【４】…一発の銃撃音
Ａ
「くっ！、、、くそぉ、、、弾は後、、これだけか、、、おい、お前　あと何発残ってる？」

Ｂ
「先輩。」

Ａ
「なんだ？」

Ｂ
「今日、何時に帰れますかね？」

Ａ
「ハァ？お前、こんな時に何いってんだよ！」

Ｂ
「いや、、、今日、飲み会なんすよ。」

Ａ
「しらねーよ！」

Ｂ
「合コンなんすよ」

Ａ
「、、、、、何人だよ。」

Ｂ
「はい？」

Ａ
「相手は何人だよ。」

Ｂ
「俺と先輩と後輩と相手は３人の、、、ナイス合コンです！」

Ａ
「マジ？」

Ｂ
「相手は、ナースですナース！」

Ａ
「マジ？」

Ｂ
「バリバリ、まじっす！」

Ａ
「相手いくつよ？」

Ｂ
「はい？」

Ａ
「だから、相手の年いくつよ？」

Ｂ
「全員２２っす！」

Ａ
「オラァッ！（打ち返す）」

（遠くでギャアッと声がする）

SE【３】…銃撃に続いて遠くで悪人が叫び声

Ｂ
「先輩、、、。」

Ａ
「なんだよ。」

Ｂ
「相手、全員コレ（胸）がＣ以上らしいっす！」

Ａ
「くらえ！」

SE【３】…銃撃に続いて遠くで悪人が叫び声

Ａ
「かわいいの？」

Ｂ
「はい？」

Ａ
「だから、顔はどうなの？」

Ｂ
「一人は田村ゆかりで、、、」

Ａ
「ゆかりーん！（一発）」

SE【４】…一発の銃撃音

Ｂ
「もう一人は、茅原実里。」

Ａ
「みのりーん！（一発）」
SE【４】…一発の銃撃音
Ｂ
「とどめに、堀江由衣っす！」

Ａ
「ホアアアアアア！（数発）」

SE【５】…たくさんの銃撃音、たくさんの悪人が倒れる音

Ａ
「ホントかよ、、、オイ。」

Ｂ
「写真見たから、確実っす！」

（向こうから、銃弾が雨あられのように来る）

SE【６】…たくさんの銃撃音

Ａ
「ふせろ！！」

（Ｂにあたる）

SE【７】…Bに銃弾があたる音（ドラマのようにエコーをかける）
Ｂ
「せ、、、せんぱい、、、。」

Ａ
「オイ！しっかりしろ！オイ！！」

Ｂ
「これ、、、写真っす、、、。」

Ａ
「これは、、、堀江由衣は言い過ぎだろうよ。」

◆…舞台暗くなる
SE【１】…アイキャッチ音
「私立コスプレ学園１　ルフィーになろう！！」

登場人物／教官、生徒

◆…舞台明るくなる

SE【８】…特訓する感じの音楽
教官
「じゃあ、、、特訓の成果を見せてもらうわよ。」

生徒
「はい！この日の為に、ヨガも習ったし、体を柔らかくする為に酢もたくさん飲みましたし、もう大丈夫！！」

教官
「じゃあ、、、お願いします。」

生徒
「いきますよー、、、。せーのっ、、、「ゴムゴムのピストルー！！」」

教官
「全然だめ。」

生徒　「だめ？」

教官　「駄目よぉ。ほら！コレ見て！！（ルフィのイラスト。）どう見たって、腕が１０メートル以上は伸びてるわっ！それに引き替えあなたはどうなの？！２センチぐらいしか伸びてないじゃない！！」

生徒
「もう一回！もう一回、チャンスをちょうだい！！！」

教官
「もうチャンスはあげません！！」

生徒
「もう一回、チャンスを下さい、教官！！子供の頃からの夢なんです！！子供の頃から、、、ルフィみたいに体を伸ばすのが夢なんです！！

教官
「、、、しょうがないわね。」

生徒
「え？！じゃあ、、、。」

教官
「もう一回だけよ！」

生徒
「ハイ！死ぬ気でやります！！」

教官
「口だけならどんな事でもいえるわ。さぁ、やってみそ！」

生徒
「ハイ！行きます！！「ゴムゴムのガトリングー！」今のは伸びた！今のは伸びたから！！」

教官
「、、、あなたに、、、ルフィを語る資格はないわ。ここから、出ておゆき！！」

生徒
「、、、、、がんばったのに、、、。」

教官
「いくらがんばっても結果を出さないとダメダメよ。」
生徒
「教官！自分、気がつきました！」

教官
「なに？」

生徒
「自分、、、麦わら帽子をかぶってませんでした！！」

教官
「それよッ！どうしてこんな簡単な事に気がつかなかったの？」

生徒
「イージーミスでした。きっと、、、麦わら帽子をかぶったら、腕がニョーンて。」

教官
「ばかっ！」

生徒
「いたひっ！」

教官
「ニューンてなに？！ニューンて！あなた、ルフィに命かけてるの？腕がビュー！！！でしょうが！」

生徒
「腕がビュー！！」

教官
「そうよ、もう一回！」

生徒
「腕がビュー！！」

教官
「もう一度、気合いを入れて！」

生徒
「腕がビュー！！！」
教官
「よーし、これで神世界に殴りこみよ！」

（教官、生徒　退場をはじめる。）

生徒
「ハ、ハイ！腕がビュー！」

教官
「もう一回！」

生徒
「腕がビュー！」

教官
「死ぬまでやって！」

生徒
「腕がビュー！」

◆…暗くなる

SE【１】…アイキャッチ音
「ビューティぽんちゃん」

登場人物／ぽんちゃん、A、B、C

（ここは合コンの場所。合コンに乗り気ではない男Ａ、男Ｂ、女Ｃ、そしてぽんちゃんが合コンをやっていた。）

◆…明るくなる

みんな
「イエー！＋（ガヤ音）」

Ａ
「よーし、じゃあそろそろ盛り上がってきたし、、、王様ゲーム！！！」

Ｂ
「やっほー！」

Ｃ
「、、、あ、、、でも、、、。」

Ｂ
「いいじゃん、いいじゃん、やろうよー。」

Ａ
「そうだよ、まだまだ騒がなきゃさぁ！！」

Ａ（心の声）「ちっ！なんだよー、この女ー。のりが悪いなら合コンなんぞ来るんじゃねーよ。」

Ｂ（心の声）「こいつ、、、さっきからガン食いしやがって。支払いは男が多いっつーのに。大食いやろうが！！」

Ｃ（心の声）「王様ゲーム？ばっかじゃないの？イヤラシい目つきしちゃって！タダのエロ親父じゃない。」

ぽんちゃん「、、、、、。」

ぽんちゃん「だめだわ！みんな、、、心がすさみ始めてる！よーし、ビューティぽんちゃんに変身よっ！」

ナレーター（ぽんちゃん）「説明しよう！ビューティぽんちゃんは、美の魔法の国からやってきた美の魔法使いなのだ！」

ぽんちゃん「えーい！キラキラマリリンパー！！見えるモノがすべて美しくなぁれぇ！！！」

Ａ
「、、、な、、、なんて美しい豚バラなんだ、、、。この脂のてかり、、、う、、、美しい。」

Ｂ
「美しい、、、この七味とうがらし、、、もっと、、、もっと、、、天使のように舞い降りておくれ、、、。」

Ｃ
「、、、きれいな枝毛、、、あなたはどこまで分かれていくの？」

Ａ
「きみの！その、さっきからキラキラしてる一本の鼻毛、、、。美しすぎるよ、、、。」

C
「あなたの、そのほくろ。千昌夫より１０倍、、、いえ１００倍は輝いて見えるわ、、、。さわっても、、、イイ？」

Ａ
「ちっちっち。君のその美しい枝毛と交換さっ！」

Ｃ
「うふふふふふ。よ・ろ・こ・ん・で。」

Ｂ
「あああ、、、美しい竹串よ、、、。君はどうして先がとがっているんだい？痛っ、、、ふふふ、、、痛いじゃないかぁー、、、こいつぅー。」

ぽんちゃん「ええとぉ、、、生中一杯と、揚げ出し豆腐に、手羽餃子下さぁーい！！！、、、あ、（ビールを倒す）」

ＡＢＣ
「美しい！」

ぽんちゃん「（竹串を折る）」

ＡＢＣ
「美しい！」

ぽんちゃん「小指。」

ＡＢＣ
「美しい！」

ぽんちゃん「さかむけ。」

ＡＢＣ
「美しい！」

ぽんちゃん「くるぶしっ。」

ＡＢＣ
「美しい！」
◆…暗くなる

（暗くなっても、掛け合いながら退場するとOK。）

SE【１】…アイキャッチ音
「格闘一直線」

登場人物／師匠、タダノスケ、女の子＋熊の人形

◆…明るくなる

SE【９】…格闘っぽい、修行っぽいアイキャッチ音、戦う感じ？
師匠
「準備はよいか、、、タダノスケよ、、、。」

タダノスケ「はっ！もはや、心も静まり、後はただ、相手に必殺驚愕微香拳を食らわすだけにございます。」

師匠
「ふ、、、おまえはまだアマイ！」

タダノスケ「な、、、なんですとお？」

師匠
「お前がいくら強かろうとも、今回の対戦相手には指一本ふれることはできまいて。」

タダノスケ「そ、、、それほどまでに強いのですか？」

師匠
「ふ、、、来たぞ！」

タダノスケ「む！？」

女の子
「おはようございまーす。今日の相手は熊のマリアンヌでつ。よろしくね。」

（師匠、タダノスケと熊のマリアンヌに準備OK？のサインを出す）

師匠
「ファイ！！！」

タダノスケ「、、、、、たぁっっっ！」

女の子
「殴るの？」

タダノスケ「、、、、、。」

女の子
「この子が何をしたって言うの！大人っていつもそう。男っていつもそう。力でどうにかしようだなんて、、、。」

師匠
「どうした？終わりか？」

タダノスケ
「、、、くっ！くらえ！必殺、驚愕微香拳！！」

女の子
「マリアンヌの趣味は、おばあちゃんの肩叩きです！」

タダノスケ「、、、、、ダメだ！俺にはできない！！！師匠！自分はまだまだです！」

女の子
「マリアンヌの夢は親孝行です！」

タダノスケ「うわぁああああ！よるな触るな！」

（タダノスケ、走って逃げる）

師匠
「一本！」

◆…暗くなる
SE【１】…アイキャッチ音
「ゾウジルシ廃子」

登場人物／廃子、親、子供

◆…明るくなる
子供
「わーい！やっほー！」
（子供、走りながら登場。）
親
「こらこら、そんなに走ると危ないぞ！」

子供
「あ、、、ゾウリが脱げちゃった、、、。」

親
「ほらぁ、いったじゃないかー。あーあ、鼻緒が切れてるー。」

子供
「ごめんなさい。」

親
「しょうがないなぁ、、、お？こんな所にゾウリ屋さんがある。すいませーん！」

廃子
「はい。」

親
「ここは、、、ゾウリ屋さんですか？」

廃子
「ええ、、、ゾウリムシ屋さんです。」

親
「、、、。えーと、、、ゾウリ屋さんですよね？」

廃子
「はい、、、正真正銘のゾウリムシ屋さんです。」

子供
「どうしたの？」

親
「ううん、、、あっち行こう。なんだか、、、（あぶないから）」

廃子
「あなたは、、、ゾウリムシの何がわかってるってゆうんですか？」

親
「は？」

廃子
「そりゃあ、、、確かにゾウリムシはあれですよ、目には見えないですよ。原生生物界　繊毛虫　ゾウリムシ目　ゾウリムシ属　ゾウリムシ　にに分類されてますよ。体中に毛がびっしり生えてますけど、それは、、、それは、、、（大声）素早く泳ぐためなんです！」

親
「しらねーよ！」

廃子
「わたしは、ゾウリムシのすばらしさを世の中に広める為に、ここで出店をしています。そんな、アタシを時にはあざけり笑う人がいる、、、。でも、、、でも、、、それは分裂によって（大声）増えるためなんです！」

親
「だから、しらねーよ！」

廃子
「（静かな口調）これだけは、聞いてください！細胞内には大小二つの核があり、それぞれ大核と小核と呼ばれているんです！」

親
「だから、しらねーって！」

廃子
「ぶんれつ。」

親
「かえりましょう。」

子供
「お父ちゃん、僕ゾウリほしい。」

親
「いいから、帰ろう。」

子供
「すいません、ゾウリ下さい。」

廃子
「はい、毎度ー。サイズはどれにしますか？」

子供
「１７．５でお願いします。」

廃子
「、、、るわけないでしょ！」

子供
「え？」

廃子
「あるわけないでしょ！そんなもの！！いい？ゾウリムシはね、、、泥水にいれて繁殖させるのよ！！（涙）」

親
「すいません、警察ですか？」

廃子
「（ことさら大声）　いやぁああああ！！　おまわりさぁーん！タスケテー　コロサレルー！！！」

親
「うおおっ！（電話を切る）　ちょっと、もう絡まないでくれますか？急いでるんで。」

廃子
「わかりました、これだけは聞いてください。ゾウリムシは、、、性別が５つもあるんです！男、女、あと３つは、、、（ドヤ顔）　なんだと思います。」

親
「だから　知らねーって！言ってるだろ！」

廃子
「そろそろ、ゾウリムシの魅力にとりつかれてきたようですね。（眼鏡、クイッ）　さぁ、ここで　アタックチャーンス！（ボウリング的な感じで）　正解者には、ゾウリムシ１０００ポイントプレゼント！、、、では第一問！

（廃子、すばやく動く！）

　はいっ！ずばり、あたしの足は何本？！」

親
「二本。」

廃子
「はい？」

親
「いや、二本だろ？」

廃子
「・・・・・・。（更に早く動く）　あたしの足は何本？」

親
「二本だろ！」

（廃子、しばらく考えこむ。ドヤ顔で）

廃子
「うん、正解！」

親
「すいません、救急車、いいですか？」

廃子
「１１９番？！」

子供
「お父ちゃん、僕の足は何本？」

親
「（静かにゆっくりと子供の肩に手を置く）・・・真似しちゃ駄目だぞ。」

子供
「う・・・うん。」

廃子
「では、第二問！コレに正解すると１万もらえます。」

親
「まじで？」

廃子
「しかし、間違うと千円とられます。チャレンジしますか？　（これ以降、チッチッチと口で言う）。」

親
「（考える。）」

廃子
「どうしますか？」

親
「よし、チャレンジする！」

廃子
「問題！！高さ５０ｍのビルの真上から物体を落とした場合、地上に到達するのは何秒後になるか求めよ。重力加速度は９．８０６６５ｍ／ｓ2（メーターパーセコンド）で計算して下さい、尚、物体は空気抵抗を受けないものとします。」

親
「なんで、急にまともなんだ！」

廃子
「シンキーン・タイム！！」

親
「・・・えーと、えーと・・・。」

廃子
「（歌う）とぅるー　とぅるー　トゥルトゥルー♪」

親
「3秒くらいだろ！」

廃子
「ファイナル、、、、、ファンタジー？」

親
「ファイナル、、、、、ファンタジー。」

廃子
「正解！　はい、１万ラオスキープ。」

親
「ラオスキープ？！」

（10,000ラオスキープ = 98円くらい）

廃子
「サーラバイバイ　サーラバイ♪　元気にサーラバイ♪そろそろ門が　しまっちゃうー　ほら　つかまえたー♪」

子供
「わーい！」

親
「コラァっ！」

（廃子、走って逃げる。）

（しばらくして、）

子供
「お父ちゃん、さっきの問題だけど正確に言うと３．１９３秒くらいだよ。」

親
「お・・・おう。」

◆…暗くなる
SE【１】…アイキャッチ音
「笑いの時間１」

登場人物／司会、イチハツネラタロウ、A、その他大勢

◆…舞台明るくなる

SE【１０】…朝のニュース？っぽい音楽、NHK?
司会
「おはようございます。笑いは一日の活力！朝の笑いの時間です。みなさん、給食の時間に話が盛り上がって一発ギャグを言いたい、そんな事はありませんか？そんな時、一躍クラスの人気者になれる、お手軽な一発ギャグをご紹介しましょう。解説はいつものよーにイチハツネラタロウさんです。」

イチハツ
「よろしくお願いします。」

A
「じゃあ、今からスプーンを使って一発ギャグをいいまーす！」

みんな
「イエーイ！」

A
「仮面ライダー！」

みんな
「、、、キャハハハハハ！」

司会
「今の間は妙ですね。」

イチハツ
「ええ。今のははずしましたね。はずしてしまったが、みんな笑わないわけにも行かず、付き合いで笑ってしまった。そういう感じですね。しかも、このギャグは仮面ライダーを知らないと笑うことができません。その点で非常に未完成なギャグといえるでしょう。」

司会
「なるほど。それでは、今からイチハツさんに見本を見せていただきましょう。」

イチハツ
「よく、見ててください。、、、じゃあ、今から一発ギャグやりまーす！」

みんな
「イエーイ！」

イチハツ
「涙が大きい人。」

司会
「ありがとうございました。みなさんも是非、明日の給食時間で活用してください。クラスの人気者になること、うけ合いです。一発ギャグは世界を半分救う。朝の笑いの時間でした。」
◆…舞台暗くなる

SE【１】…アイキャッチ音
「オタクと店員」

登場人物／オタク、店員

◆…舞台暗くなる

オタ
「よーし、ついに大名に来たぞお！今日こそ　ばっちりとした服を買って　オタクを卒業するぞ―！せっかく大学生になったんだし、スマイルプリキュアばっかり見ていられないおー。明日から目指せ！リア充だァ！」

店員
「いらっしゃいませー！　（すっげぇ笑顔）」

オタ
「あ・・・はい・・・」

店員
「何をお探しですか？」

オタ
「あ、いや、ぼ・・・帽子とかを見に来て・・・」

店員
「帽子ですか―　いいですよね、帽子。いい帽子ありますよ、ホント。昨日、入荷したばっかりで！」

オタ
「あ、そうですか。」

店員
「ちょっと棚から　とってみましょうかー、ね？」

オタ
「いえ、いいですから、大丈夫ですから！」

店員
「いえいえ、すぐ終わるんでー　すぐ　とってこれるんでー　とってこれるんでー　あ、よいしょ！　（脚立もってくる、結構重いっぽい）いやー今日は暑いですよね、ホント。冷房が効いた職場でよかったー！ラッキィー！　なんつって。」

オタ
「いや・・・ハハハ・・・　そうですねー　暑いですもんねー・・・」

店員
「ハイ！これです！この帽子すごくいいですよー　すごくいいです。　かぶってみてください　っといっけねー　店長から　試着っていいなさいって言われてたんだった―　失敗失敗。試着してみて下さい！」

店員
「うーん、どうですか？」（似合ってないかなー？的な物言い）

オタ
「そうですね・・・いいですね・・・」

店員
「でしょー！！これね、メッシュっぽいんで、今から秋までかぶれますし、お得ですよ！　あと、このメーカー人気なんで、どのくらい人気かって言うと他の帽子メーカーが、うちに営業きても、このメーカーがうちに置いてあるんで、すぐに帰るくらい人気なんですよー！」

オタ
「あ、そうですか・・・」

店員
「どうされますー？」

オタ
「これは、いくらですか？」

店員
「９８００円ですねーっ。このメーカーで９８００円はなかなかないですよー！」

オタ
「あっちはいくらですか？」

店員
「５８００円です。」

オタ
「そうですか・・・じゃあ、あっちを買って」

店員
「僕はこっちが好きですね！」

オタ
「こっち下さい↑（声が裏返る）」

店員
「ありがとーございますー。レジはこちらです―。えー　９８００円でー　消費税込み込みなんでー　９８００円　そのままですー　あれー　おかしいなー　レジが－　アレー　店長！レジがあきませんけどー！」

オタ
「あ、じゃあ、また来ますんで！」

店員
「お客さん、その上着はどこのですか？」

オタ
「え？あ・・・いや・・・ゆ・・・ゆにくろ・・・。」

店員
「やっぱりー　ゆにくろも全然馬鹿にできないですもーん。逆に堂々とゆにくろ着てる人のほうが、無理にこじゃれてない感じでいいですもーん。自然体な感じでいいですもーん。　あ？鍵ですか？レジの下？はーい、はいはいはい空きました、レジ空きましたー。９８００円ですー。」

オタ
「じゃあ、１００００円から。」

店員
「はい、２００円のお釣りです。ありがとうございましたーっ！！」

オタ
「あ、はい。」

店員
「あの、良かったら住所いいですか？ありがとうのお葉書書きますんで！」

オタ
「あ、はぁ・・・」

店員
「いやーホント暑いですよねー、海とか行きたいですねー。海でBBQとかサイコーですよねー、今度ウチの店で　日頃のご愛顧を込めて　お客さんありがとうBBQパーティやるんですけど、お客さん　どうですかー？参加されませんか－？」

オタ
「いえ、あの夏の日差しとか、その、まぶしくて苦手なんで・・・」

店員
「あ、そのグラサン先週入ったばっかりのレングスの奴なんですよー　つけてみます？」

オタ
「もういいですから！！」

店員
「ありがとうございましたー！外暑いんで気をつけてくださいねー♪　あ、そうだ、サイダー飲んでいきます？サイダー冷やしてたんですよー！！」

オタ

「た、、、助けてプリキュア！！（涙声）」

（オタ、走り去る）

店員
「、、、お買い上げ、ありがとうございましたぁ。店長ー、売れましたよー３８００円のやつが９８００円でー（(￣―￣)ﾆﾔﾘ）」
◆…舞台暗くなる

SE【１】…アイキャッチ音
「THE　一人暮らし（おとこへん）」

登場人物／男
◆…舞台明るくなる

SE【１５】…ナレーション「一人暮らしは、一人なのでものをしゃべりません。なにがあっても、無口で過ごします。」

（最初は無口で　SE【１１】　の内容をパントマイム。それが終わって、もう一度、今度は　SE【１１】　を流しつつやりなおす。）

SE【１６】…ナレーション「心の声ーっ！」

SE【１１】…男（心の声）

「あー　ただいまー　うわっ　くせっ　おれの足　マジでくせっ！なんだよぉ　オイオイ　俺もいよいよ中年の仲間いりかぁ？

えーと、ファブリーズ、ファブリーズ、、、あったあった。そぉーれ　シューット！！、、、くんくん、おおう　フルーティ！これで我軍は一週間は戦える！ジークジオン！！ジークジオン！！

　さーて、メシメシ。おっと　そのまえにパソコン、パソコン、電源オォォォォン！パイルダァ　オォォォォン！！

なーんちゃって！あれ？おかしぃーなー　パソコンの電源はいらねぇ！やろぉ、あのPCショップの店員マジで許さねぇ、今度怒鳴りこんでやるっ！　あ、やべぇやべぇ　コンセント入ってなかった！　うっかり小野Ｄ！！

　よぉし、今日のニコニコ動画ランキングはぁ？おおっと、ボカロあんじゃん！　フフーン　フフフフーン　ビール　ビール、、、よーし、今日はエビス！じゃなくって　アサヒ！　じゃなくって　アサヒ！辛口のビール！フフンフーン　俺の寂しさフフンフーン♪彼女もいなくてフフンフーン♪ヘイヘイヘヘイ　（ムーンウォーク）　彼女ほしぃ　やっほぅ！（マイケ風）

　はぁ、、、彼女ほしいなぁーっ！クリスマスまでには彼女欲しいなぁ。できれば正月までには彼女欲しいなぁ、、、うおおおおおおおおおお　ゴキブリだァ！　しねっ　しねっ　！くたばれっ！　くそっ　キンチョール！キンチョール！、、、あった！くらえっ！（シュー　しばらく　シュー）　勝った！第三部　完！！しかし、ここでやつを倒しても　第二　第三の奴がきっと俺の前に、、、　ヒョロヒョロ～♪　ヒャララ～ン♪　ええええ　エイドリァアアアン！エイドリァアアアン！！　エイドリアン、ファブリーズ！！」

男（声をだす）

「、、、、、（電話）　すいません、会社やめたいです！！」
◆…舞台暗くなる

SE【１】…アイキャッチ音
「正月家族門松さん」

登場人物／門松、みそ香、たん子、マザコン男A、マザコン男B、マザコン男C

◆…舞台明るくなる

門松
「おーっす！みそ香
、パンツみせろや。」

みそ香
「（たん子に電話をしてる感じ）あー、やっと来たきた。おまえ・・・　（バックをガラっとあけて、そのままパンツを門松の顔に投げつける）すきなだけ見てろや！」

門松
「こんな布切れに価値はねぇんだよ、女の子が履いてて　チラッと見えるのがいいんだよ、わかってねぇ、お前マジでわかってねぇ。」

みそ香
「だいたい、アンタ遅すぎるよ！今日は合コンなのに何よ、その社長出勤！」

門松
「先日、レンタルしてた『アダルトボーイズラブDVD』の返却期限が昨日まででさぁ！やべぇっつって！延滞金とられるのただでさえ、ちょっぴり恥ずかしいのに『バラ　ホモ　アーッ』だなん、どんだけ人生楽しんでんだよ、って思われるよなー！さらに若干SMはいってるし、逆にいいかもしれない、ゴーイングマイウェイ的な感じで。」

みそ香
「ちゃんと返しなさいよ！」

門松
「返さなくても大丈夫だ！」

みそ香
「なして？」

門松
「会員証はアンタのだから。」

みそ香
「軽犯罪っ！！！（つっこみ）　おまえなー　書いてあるだろぉがぁ、、、貸し借りはできませんって書いてあるだろー　ああ？見世物か？展示物か？あんたの頭はメイクの厚塗り専用か？あああ？あそこのレンタル店のお兄さんすっげーカッコイイのに声がカッコイイのにもう行けない！もうDVD狩りに行けない！」

門松
「萌えってしってるか、みそ香
？」

みそ香
「ああ？この芝居、開始１０秒後から萌えなんかねぇぞ？」

門松
「いいや、まだ間に合う。いまどき、萌えぐらいできねーと　彼氏できねーぞ、彼氏。」

みそ香
「彼氏・・・あたし・・・石田三成様みたいな彼氏ほしい。」

門松
「実際、どんな人だったんだろーなー石田三成。秀吉から『おい、パン買ってこいよ石田ぁ。』とか言われてたんかな？」

みそ香
「ほわったぁっ！」

門松
「様でしたね」

みそ香
「（うなづく）」

門松
「石田三成様って様つけるんでしたね。」

みそ香
「（うなづく）」
（たん子、男三人にちょっと待ってねー的な身振りをして、門松たちに近づいてくる）

たん子
「もぉー　ふたりとも遅いぃーん、待ちくたびれちゃったわぁ！」

みそ香
「今日はちょっぴり、フラワー系で攻めてみたの。」

たん子
「あ、、、うん。いいと思うわぁ、こう、、、馬鹿っぽさがにじみ出てる。」

門松
「おい、たん子。本日、お越しになられる殿方は、どんな方々なのしら？ウフフッ」

たん子
「あの、突然ドヤ顔でキメルのやめてちょうだい。」

みそ香
「あら、やだ。殿方だなんて　はしたない。オをつけなさい、オを。お殿方といいなさい、お殿方と。」

たん子
「えーっと、皆さんオタクだそうよぉ。」

門松
「・・・いーね！オタク！オタク、イイね！」

みそ香
「そう？」

門松
「オタクっていい具合に尽くしてくれそうだしの！」

たん子
「全世界のオタクの人達を敵に回わすわよぉ、あんたたち？」

みそ香
「オタクにもいろいろいるでしょ？」

門松
「えーっと、アニオタ、ゲーオタ、いけるいける！　ドラゴンボール好きです！ワンピース見てます！とか言っとけばOKよね！」

みそ香
「ゲームオタクだったら、ぷよぷよ　ファイヤー出せます！とかね！　ファイヤーマリオ大好きです、とかね！」

たん子
「今回の合コンは、皆さん　おなじ趣味をお持ちなグループの方だそうよぉ。」

門松
「お？なになに？」

みそ香
「あたし、なんでもついていけるよ！」

門松
「そうそう！　「えー？そうなのー？ほんとー？」この３つだけ覚えときゃ、一時間はもつしの！」

みそ香
「『やっぱり、ピッコロの魔貫光殺砲は最高ですね。』」

門松
「『えー？そうなのー？』」

みそ香
「『クリリンの気円斬、なんでも真っ二つなんですよ。』」

門松
「『えー？そうなのー？』」

みそ香
「『フリーザの戦闘力は５３万なんですよ。』」

門松
「『ほんとぉ？』」

たん子
「えーっと、本日いらっしゃる方は、マザコン同好会の方々だそうです。」

門松
「あっ、今日は風邪をひく予定だったわ。」

みそ香
「あ、貧血が・・・（輸血パックしだす）」

たん子
「ちょっと待ちなさいよぉ！！　今日のマザコン同好会の人達はみんな金持ちだそうよぉ？！」

門松
「・・・・・」

みそ香
「・・・・・」

門松
「か・・・金より愛が大切やけん（可愛いかんじ）」

みそ香
「愛と友情が大切やけん。（さらに可愛いかんじ）」

たん子
「もう、ここまで来たんだから！ふたりともちゃんと来てよね！ほら！さっさとおめかしして、戦闘モードにして！掘り出し物がいるかもしれないでしょ！ふたりともスカッとアラサーなんだから！」

みそ香
「好きでアラサーになったわけじゃないわ！財務省よ！財務省のせいよ！」

門松
「心は常に『精神と時の部屋』にいるから、頭は中学二年生のままだしぃー。」

たん子
「ほら、いくわよ！服チェックして、服チェック！うん、OK。はい、ドヤ顔して、ドヤ顔！うん、、、もうどうでもいい。さぁ、行くわよ！」
（三人は、マザコン男A、B、Cのところへいく）

たん子
「ハァーイ！お二人が到着しましたぁー！」
門松
「おまたせしましたぁ！」

みそ香
「遅れてスイマセぇん！」

ABC
「、、、、、。」

A
「（携帯電話に）ママァー！女の人が遅れてきたァ！」

B
「（携帯電話に）ママァー！女の人が化粧けばいー！」

C
「（携帯電話に）ママァー！女の人が香水きついー！」

（門松、たん子、みそ香をつれて席から離れる。）

門松
「おい、たん子。ちょっとこっち来い。こっち。　いいから、こっち来い。」

たん子
「はい？」

門松
「お前、あれなに？」

みそ香
「ママァー言うてるけど、ママァー。」

たん子
「だからいったじゃなーい。マザコン同好会だって。」

門松
「いやーあれはやりすぎやろ？マザコンにも程があるやろ？」

たん子
「金持ちよぉー　すっごい。三人とも年収３千万らしいわよぉー。」

門松
「いや、、、まぁ、、、。」

たん子
「それに今日の持ちはモチロン全部男だし、いけるゥ、いけるゥ！」

みそ香
「そう、、、ね！タダ飯と思えばいいわよね！」

たん子
「そうそう！さ、行きましょ！殿方がお待ちよ！」

門松
「すいませ～ん！おまたせしましたぁ！」

A
「全然、大丈夫ですよー。」

B
「全然、平気ですよー。」

C
「僕達、、、　（三人でポーズ）　心広いですからッ！！」

（門松、たん子、みそ香をつれて席から離れる。）

門松
「おーい、ちょっとこっち来い。いいから、こっち来い。」

たん子
「な、、、なによぉー。」

門松
「お前、あれなんだよ？ギャグか？アレ？」

たん子
「まぁ、、、ギャグにしては、お寒かったわねぇ。」

みそ香
「寒いとかそーゆーレベルじゃねーだろ？氷点下－２７０度だよ。絶対零度だよ、凍死させる気かよ？けっきょく南極大冒険やってんじゃねーんだぞ？」

A
「女の子たちぃー　注文してた唐揚げが来たよぉ～」
たん子
「さっ　行きましょ！」

門松
「どうする？」

みそ香
「しょうがない、とりあえず２時間はガンバロー、うん。」

たん子
「あ、紹介がおくれたわねぇ、こちら　『門松子さん』。こちらが　『おおみそ香さん』。で、こちらの男性陣が。」

A
「いやいや、自己紹介は自分でします。太郎です。」

B
「次郎です。」

C
「三郎です。」

ABC
「三人揃って、太郎次郎三郎です！はい、ふぁんふぁんひーひゅって♪すてい♪すてい♪（エグザイル的なあれ）」
門松
「なめてんのか！」

A
「（携帯電話に）ママァー　女の人から怒られたぁ～。」

みそ香
「まぁまぁ。あ、唐揚げにレモン絞っとくねー。」

B
「（携帯電話に）ママァー　女の人が勝手にレモン絞ってるー。」

みそ香
「お前、表にでろぉ！」

門松
「抑えて、抑えて！ほら、みそ香の好きな豚バラ来たわよ！さぁ食べましょ！、、、豚バラ好きですかぁ？」

C
「俺、豚バラ、愛しトンです。、、、豚だけに。（ドヤァ）」

門松
「、、、そうなのぉー　愛してるのねぇー　すごいねー　。」

C
「あ、すいません。今のギャグでして。愛しトンのトン。つまり豚の音読みのトンと豚バラの豚をかけたギャグでして、、、。」

門松
「わかっとるわ！！」

A
「（携帯電話に）ママァー　ギャグが通用しなかったー。」

門松
「お前、ちょっとケータイやめろ！」

みそ香
「趣味！みんなの趣味を知りたいなぁ！　お休みの日とか、何をしてるんですかぁ？」

B
「マ、、、マラソンとか、、、。　
みそ香
「あ、あたしもジョギングするんですよ！」

B
「そうなんですか？いやー趣味が合うっていいですね！」

みそ香
「ほんとにー。」

B
「どうでしょう、よかったら今度一緒に走りませんか？４２．１９５キロ一緒に。」

みそ香
「一人で走ってろ！！」

門松
「みそ香ちゃん、落ち着いて！マラソンだもん、ジョギングじゃないもん！マラソンだから４２．１９５キロだもん！」

A
「、、、そういえば、僕、手相を見れるんですよ！」

門松
「あ、そう。」

A
「、、、僕、手相を見れるんですよ。」

門松
「ふーん。」

A
「僕、手相みれるんですよ。」

門松
「わぁーったよ！見ろよ！ほら見ろよ、思いっきり見てくれよ！！」

A
「手、、、ずいぶん荒れてますね。」

みそ香
「門松ちゃん、おちついて！荒れてるのは事実じゃない！ニベア塗るの怠けてたじゃない！！」

A
「あ！金運いいですよ！！」

門松
「え？ほんと？」

A
「はい、、、この線は金運の強さを表しているんです。近いうち大金が入ると思います。」

門松
「えーホントですかぁ？あたし、信じちゃいますヨォ！？」

A
「はい、それに加えて生命線の方が短いんで。生命保険はいってます？、、、、、あっ！結婚線！結婚線がある！、、、そうですね。この長さだと、、、６０歳までには確実に結婚できます。」

門松
「だぁー！！（切れた）キレたーマジキレたーマジキレた。マジキレた5秒後ー！！」

A
「ハッハッハ！面白いギャグですね！」

門松
「本気だよ、このやろう！もう許さねぇ！アラサー舐めんなコラ！」

たん子
「はぁーい、そろそろ時間でぇ～す！」

A
「あの、よかったらメールアドレス教えてください。」

門松
「嫌です。」

A
「教えてくれたら会社の株を、お譲りします。」

門松
「メールアドレスだけですよぉー。」

（A、B、C　ぞろぞろと帰る）

たん子
「あー、今日は楽しかったわねぇー。」

みそ香
「えーーーほんとーーーほんっとーーー楽しかったァーーー（微笑）」

たん子
「さぁ！今から飲み直しヨォ！　今夜はあたしのおごりヨォ！！」

門松、みそ香「ヒャッホウ！！　人生は半分金で、半分は愛よぉ！！！」

（三人とも騒ぎながら退場していく）

門松
「やっぱり金は７割でお願いしまぁ～す！」

◆…暗くなる

SE【１】…アイキャッチ音
「THE　一人暮らし（おんなへん）」

登場人物／おんな

◆…明るくなる
SE【１５】…ナレーション「一人暮らしは、一人なのでものをしゃべりません。なにがあっても、無口で過ごします。」

（最初は無口で　SE【１１】　の内容をパントマイム。それが終わって、もう一度、今度は　SE【１１】　を流しつつやりなおす。）

SE【１６】…ナレーション「心の声ーっ！」

SE【１２】…女（心の声）

「あー　ただいまー　、、、、　もうこのヒールまじで最悪！ちょー最悪！ちょうちょう最悪！なんなの？なんなの？お前！本当に２万円のプライドあんのかよ！そのプライドはみせかけかよ！みせかけかよ！あん　あん　あ～ん♪　みせかけかぁ～～～♪（演歌風）
　合コンのカラオケで演歌は２曲までが限界ね。それ以上は、白い空気になることを今日学んだわ、、、、まっ　終わったことでクヨクヨしても仕方ないもんね！気を取り直して　そうめんでも茹でなきゃ！はーい、そうめん、そうめん、、、　ひやむぎだったぁー！　そうめんじゃなくて　ひやむぎだったぁー！

　もーお母さん、どうして　ひやむぎばかり送ってくるノォ？　たまにはそうめんを送ってヨォ！！まぁ　もったいないから食べるけどさっ。カチ、カチ、カチ（コンロ、つける音）、カチ、カチ、カチ（つかない）、カチ、カチ、カチ、、、元栓ついてねぇ～～～！ガスの元栓まわしてねぇ～～～！　てへぺろっ♪

　カチ、カチ、カチ　ボッ　（ついた）　そして振り向きざまに　エアコン　オォォォォン！電力量を無視して、設定温度は２４度！そしてぇ、服をパージ！一人ぐらしは皆裸族！邪魔な服をパージ！！、、、あー　腹を締め付けるのも、そろ　そろ　限界かしら、、、お腹まわりの肉付きが、さらにふくよかになってきたような、、、、　はぁ～～～～～～ッッッ！！！（溜息から気合の息に変化）ウエストしぼり運動っ！ウエストしぼり運動っ！！

　そして、間髪入れずに　ひやむぎ投入！ひやむぎを２つも投入！！　デヴ～　デヴ～　あたし　デヴデヴ一直線ン～～～　てへぺろっ！あたしの体脂肪率もてへぺろっ！よーし、今日は脂肪が落ちるように、わさびをたくさん入れるゾォ！、、、めんつゆがねぇ、、、燃えつきた、燃え尽きたよ、おやっさん、、、（あしたのジョーっぽくガッカリ）」

女（声をだす）

「、、、、、（電話、方言バリバリ）　お母さん、お見合いの話、進めてくれる？」
◆…暗くなる

SE【１】…アイキャッチ音
「わかりやすい佐賀弁口座」

登場人物／佐賀弁たん子ちゃん、怖いお兄さん１、怖いお兄さん２
◆…明るくなる

たん子
「はーい、みなさん、、、こんにちはー！あたし、、、佐賀弁たん子ちゃん。みんな、アタシの事、能登麻美子って呼ぶわ。よろしくね。

　最近アタシがはまっているのは、コレ。たまごっちー！！あー、かわゆすなー。たまごっち、かわゆすなー。かわゆす、かわゆす。毎日フル稼働で、おやつを食べさせて体重を９９ｋｇにするのが好きなの。みんなも是非やってみてぇー。（ゴロゴロ）

　さて、今日紹介するのは、、、「とっとっと。」これは他人が割って入ろうとした時に、とおっても使える言葉よ。さぁー、みんな。アタシの後に発音してみて！

『とっとっと。』

　こらー、みんなの声が聞こえないぞ。そんな事じゃ立派な佐賀県民になれないぞっ！うふふっ！

『とっとっと。』

　こらー、そんな元気のなさじゃ、「佐賀県民は戦闘種族だ！舐めるなヨォ！！（ベジータ風）」って叫べないぞ。うふふっ！

さぁー、もう一回、、、

『とっとっと。』

　じゃあ、ここで『とっとっと。』のわかりやすい使い方を教えるわね。」

怖い兄ちゃんＡ

「（おもむろにベンチに座ろうとする。）」

怖い兄ちゃんＢ

「とっとっと。」

怖い兄ちゃんＡ

「とっとっと？」

怖い兄ちゃんＢ

「とっとっと！」

怖い兄ちゃんＡ

「とっとっと。」

怖い兄ちゃんＢ

「とっとっと。」

怖い兄ちゃんＡ

「とっとっと。」

怖い兄ちゃんＢ

「とっとっとね、、、。」

たん子
「さ、これでみんなも『とっとっと。』の使い方が解ったわね？

　ちなみに、アタシのマイフェイバリット『とっとっと。』は、、、『ああん、もう、、、とっとっと！』です。

　それでは、エンディングテーマ曲です。

『おひさまみたいに　照らす笑い顔　　消えないきらめき　皆が持ってる　一生懸命　すすめ　おんなのこ！額の汗さえ　ダイヤモンド～』

OR

『プリキュア、プリキュア、プリキュア、プリキュア、プリキュア、プリキュア、プリキュア、プリキュア、プリティーでキュアキュア、ふたりはプリキュアー！！！、、、一難去って、また一難、ぶっちゃけあり得ない。マックスハート！』　（昔のプリキュアのOPですが、今のやつに変えて下さい。）

ごきけんよう。」

◆…暗くなる
SE【１】…アイキャッチ音
「私立コスプレ学園２　ゾロになろう！！」

登場人物／教官、男１

◆…明るくなる

SE【８】…特訓する感じの音楽

１
「教官！お願いします！！！」

教官
「ふぅ、、、。」

１
「教官！どうしたんですか？ため息なんかついちゃって。見てください！この刀！！そんじょそこらの刀とは訳が違いまっせ！これなら、、、ゾロになれます。」

教官
「いい？この間もルフィになりたいっていう女の子が来てね、、、結局腕が伸ばせずに夢やぶれて去っていったわ、、、。最後は腕が脱臼してね、、、腕がニョーンてなってたわ。」

１
「俺は違います！だってゾロですよ？三刀流のゾロですよ？、、、腕は伸ばさなくていいし、鼻が伸びてなくていいし、足だけを使って相手を蹴り倒さなくてもＯＫ！！！、、、絶対うまくいきますって！」

教官
「しょうがないわね、、、。じゃ、やってみそ。」

１
「はい！いきまーす！！はぁぁぁぁぁああああ！！！！！『虎刈り！！！』」

教官
「全然ダメ。」

１
「ええ？どうしてですかー？ここまで、虎刈りを表現してる人はいませんよー！」

教官
「気合いがたりんて。気合いが。ゾロの気合いが全然たりてないて。じゃ、三刀流、三千世界をやってみそ。」

１
「はい！、、、、、、、、、三刀流、、、。」

（１は刀をくわえて三刀流になる。）

１
「いきますよー。三千世界！！」

教官
「えい！」

（教官、１が口にくわえている刀を手でたたき落とす。１、痛い。）

１
「、、、、、。教官、痛いです。なんつーか、、、銀歯がとれました。」

教官
「あたしが手でつついたぐらいで、刀を落としてどうするの？さ、もう一回！」

１
「三千世界！！」

教官
「えい！」

１
「いたいです。口で火が燃えているようです！！」

教官
「あ、それ、、、ゾロっぽい。」

１
「まじすか？、、、三千世界！」

教官
「えい！」

１
「いたぁい！！口がぁ、口がぁあああっっっ！！！」

教官
「あ、ゾロだ！ゾロが降臨したわ！！！あなたにゾロが降りてきたのよ！！！さ、もう一回三千世界やって！、、、カモン！カモン！ワンモア！！ワンモアーッッ！！！、、、、、、イェイッ！」

１
「、、、、、。」

教官
「どうしたの？早く、やって！」

１
「えい！　とかしません？」

教官
「しない、しない。」

１
「せーの、、、三千世界！！」

教官
「やぁ！！！」

１
「、、、、、。あの、、、ゾロやめます。」

教官
「ばかっ！」

１
「いたひ！」

教官
「いま！いま！！いま、あなたにゾロのソウルがダウンゲッチュしてるっていうのに！何を考えてるの？逃していいの？ゾロの魂を逃していいの？いいえ、ダメ！全然ダメ！！あなたは逃げないわ！あなたはゾロから逃げない！！そうでしょう？さぁっ！イェスと言って！！」

１
「イェス。」

教官
「さぁ！三千世界！！」

１
「三千世界！！」

教官
「アタァッ！！」

１
「三千世界！！」

教官
「どえりゃあああ！！」

１
「三千世界！！」

教官
「ぬがああああ！！」

１
「三千世界！！」

教官
「ぽんまりょおお！！さぁ、これで神世界にいけるわ！行きましょう！あたしたちの神世界へ！」
１
「三千世界！三千世界！三千世界！三千世界！三千世界！」

（三千世界といいながら二人は退場していく）

◆…暗くなる

SE【１】…アイキャッチ音
「ビューティぽんちゃん　２」

登場人物／ぽんちゃん、女、男
◆…明るくなる

女
「おまたせー♪」

男
「お、、、おう！」

女
「あれ？元気ないみたい。よーし、ケアルガ！これで元気になったよ！」

男
「や、やぁ、元気になったなあ。」

女
「あのねぇ、、、この間ぁ、、、NHKのぉ、、、おじゃる丸を見てたらさぁ、、、すっごいおもしろくてぇ、、、プリンが好きなのよぉ、、、。おじゃる丸ぅ、、、。」

男
「なぁ、、、俺たち、、、もう、、、終わりにしよう！」

女
「えええ？さっきまで、おじゃる丸の話してただけなのに。」

男
「もう、うんざりなんだよ！だってさ、、、住む世界が違うんだよ、俺たち！」

女
「そんな、大霊界みたいな言い方しないでよ。」

男
「俺はもう、ついていけねーよ！もう、終わりだよ！」

女
「ちょっと待ってよ！いくらアタシがコスプレしてるからって！」

男
「俺と別れていくらでもコスプレしてくれよ！」

女
「ひどい、、、コスプレを馬鹿にしたわねぇ！」

男
「看護婦とか、バドガールとか、スチュワーデスのコスプレなら、わからんでもない！しかし、なんだぁ？セフィロラとか、、、。」

女
「セフィロス！」

男
「涼宮ハルヒとか、、、わけわかんねーよ！あと、いきなり俺に呪文言うの、やめてくれよ！ファイガとか、ケラルガとか訳わかんねって！」

女
「誰のためを思って、MPを消費させてまで魔法を使ってると思うの？」

男
「あー、違う、違う。住む世界が違う。じゃぁなっ！」

ぽんちゃん「あれぇ？どうしたの？」

女
「あ！ぽんちゃん！実はね、彼がコスプレを馬鹿にしてるの。」

ぽんちゃん「そんな、ひどい、、、。趣味を認めてくれないなんて！」

男
「じゃあな！」

ぽんちゃん「にげるの？」

女
「ぽんちゃん！お願い！魔法をかけて！」

ぽんちゃん「あたし、、、この間の居酒屋合コンの一件で魔法を封印したの。魔法がとけなくなっちゃって。見るモノ全てが美しくなりすぎちゃったの！今でも、あの三人は何かをほめ続けてるわ。」

女
「それでもいいわ！お願い。」

ぽんちゃん「、、、そこまで言うならわかったわ。よぉーし！ビューティぽんちゃんに変身よぉ！」

ナレーター（ぽんちゃん）「説明しよう！ビューティぽんちゃんは、美の魔法の国からやってきた美の魔法使いなのだ！」

ぽんちゃん「えーい！キラキラマリリンパー！！見えるモノがすべて美しくなぁれぇ！！！」

男
「うわぁー！！、、、、、ぶつぶつぶつぶつ、、、美しい、、、。」

女
「ねぇ、見て見て！」

男
「、、、、、ぶつぶつぶつぶつ、、、美しい、、、。」

女
「ぽんちゃん、、、どうしちゃったの？」

男
「、、、、、ぶつぶつぶつぶつ、、、眼鏡が美しい。眼鏡のレンズが美しい。眼鏡が美しい。眼鏡のレンズが美しい。眼鏡が美しい。眼鏡のレンズが美しい。」

ぽんちゃん「、、、うん、成功。見えるもの全てが美しくなってます。この人は眼鏡をかけているので、眼鏡のレンズが美しく見えているのです。」

女
「じゃあ、眼鏡を取っちゃおう。」

男
「、、、、、ぶつぶつぶつぶつ、、、美しい。角膜が美しい。網膜が美しい。角膜が美しい。網膜が美しい。」

ぽんちゃん「、、、うん、成功。この人の目の眼球の角膜が美しく見えてます。」

女
「じゃあ、眼球を取っちゃおう。ってできるか。」

ナレーター（ぽんちゃん）「説明しよう！ビューティぽんちゃんは、今、この場をどうやって逃げるか、考えているのだ。」

ぽんちゃん「えーい！サヨナラマリリンパー。」

女
「コラァー！」

男
「美しい、角膜が美しい。網膜が美しい。角膜が美しい。網膜が美しい。角膜が美しい。網膜が美しい。」

女
「うわーん（；；）、結局、この人はアタシのことを見てくれないー。」
◆…暗くなる

SE【１】…アイキャッチ音
「格闘一直線　２」

登場人物／師匠、タダノスケ、女の子＋熊の人形

◆…明るくなる

SE【９】…格闘っぽい、修行っぽいアイキャッチ音、戦う感じ？
師匠
「タダノスケよ・・・石の上にも三年の修行はどうであったか？」

タダノスケ
「ハッ！言葉通り、風が吹こうと、雨が降ろうと、石の上にも三年座り続けました。しかし、この修業・・・どのような意味があるのやら・・・。わたしがまだ、未熟者のせいか、皆目検討もつきません。

　師匠！！一体、石の上にも三年の修行には、どのような意味があったのですか？！」

師匠
「意味は無い！」

タダノスケ
「えええ？！」

師匠
「それに気づかずに、三年も続けるとは・・・まだまだ未熟者めがぁ！」

タダノスケ
「師匠！わたしは生まれて初めて、殺意を覚えましてございます。かくなる上は釘バットを用いて師匠をタコ殴りに・・・。」

師匠
「おわびに、替え玉無料券をやろう。」

タダノスケ
「師匠！・・・二枚ほしゅうございます。」

師匠
「フッ・・・この　業突く張り　めが！・・・ムッ、今回の対戦相手がきたぞ！！」

タダノスケ
「おお？！」

女の子
「つつる　ちゅるちゅる　なーつのー　おじょおーさんー　とっても　しげきてきさー　＋（０゜・∀・） ＋ ワクテカ ＋　しちゃーうー　ちゅわ　チュワチュワ！！」

（可愛い人形が、武器を持っている、大きいチェーンソー？）

タダノスケ
「師匠！あやつ、格闘家の風上にも置けませぬ！武器を・・・武器を凶器を持っております！」

師匠
「それがどうした！きさまの必殺驚愕微香拳（改）は、最強ではなかったか？」

タダノスケ
「ぐぬぬぬ！」

（師匠、両方にファイトの確認をとる。）

師匠
「ファイ！！」

タダノスケ
「・・・フ、昔は対戦相手の愛くるしさにしてやられたが、今回はそうはゆかん！」

女の子
「この子の名前、知ってる？」

タダノスケ
「知らん！ゆくぞ・・・必殺驚愕・・・」

女の子
「おねがい！せめて、戦う前に、この子に名前をつけてあげて！」

タダノスケ
「な・・・名前がないのか？」

女の子
「おねがい・・・」

タダノスケ
「・・・むーん・・・ゆ、ゆきこ。」

女の子
「ゆきこ？」

タダノスケ
「だ・・・だめか？」

女の子
「ううん！とってもステキ！よかったね、ゆきこ！これで　思い残すことはないね！ゆきこ！！」

師匠
「ファイ！・・・さぁ、ファイ！！」（ぴょんぴょん　してる）

タダノスケ
「では・・・ゆくぞ・・・　必殺驚愕微光・・・　」

女の子
「ゆきこ！！がんばれ　ゆきこ！！！」

タダノスケ
「・・・・・。（じっと女の子の方を見つめる）」

女の子
「ゆきこ！　いけ！　そこだ！！　ゆきこ！　諦めたら　そこで試合終了ですよ！！」

師匠
「ゆきこ！ファイ！」

女の子
「ゆきこ！ファイ！」

（タダノスケ、ゆきこに　ちょっとだけ腕が触れて　負ける演出する）

タダノスケ
「ぐわぁああああ！　や・・・やられたりーん！！」

女の子
「やったぁー！ゆきこが、ゆきこが勝ったァ！！」

タダノスケ
「くそうっ！おぼえてろー！（退場）」

師匠
「・・・・・・一本！」

◆…暗くなる
SE【１】…アイキャッチ音
「ミジンコ仁子さん（ゾウリムシ廃子）」

登場人物／ジンコさん、親、子供

◆…明るくなる
子供
「イヤッホォォ！イヤッハァァァ！」

親
「あ、あった、あった　ここだ。」

子供
「ねぇ、本当にいいの？」

親
「おう！おまえ、この間の三種混合ワクチンのテスト頑張ってたもんな！ご褒美だよ！」

子供
「イヤッホォォ！イヤッハァァァ！」

親
「すいませーん！猫欲しいんですけどー！」

ジンコさん「はーい、はいはいはい。毎度ー。どんなのをお探しですか？」

親
「あの、猫が欲しいんですけど、アメリカンショートヘアいますか？」

ジンコさん
「あー、はいはい。ケンミジンコね。お客さん、いいの目をつけたねー。これね、いまミジンコ界で大人気。ポピューラーだけど、みんな持ってるの。こっちは今タマゴ持ち。旬、今が旬。」

親
「、、、、、。すいません、あの、、、プランクトン系じゃなくて、ふつうのニャーっていうヤツが欲しいんですけど。」

ジンコさん「は？なに？」

親
「ニャーって。コロコロって。」

ジンコさん「あーはいはい。アレね。」

親
「えへへへ。そう、アレアレ。」

ジンコさん「はい、オナガミジンコ。これに目ぇつけるたぁ、あんたコレだね？オナガ系？」

親
「オナガ系？！」

ジンコさん「実はね、うちはオナガミジンコはまだ３０匹しか入荷してないのよ。ごめんなー、再来週に２０匹入るけど。予約しとく？」

子供
「父ちゃん！ぼく、オナガミジンコでもいい！これから２１世紀はオナガミジンコの時代だよ！」

親
「（ゆっくり子供の肩を握って）、、、猫だろ？」

子供
「うん。」

親
「あの、すいません。猫が欲しいんで。他所いきます。」

ジンコさん「ネコね、いるよネコ。」

親
「さっさと出せよ。」

ジンコさん「はい、ネコゼミジンコ。高いよー１匹３万円。」　※注釈　ホントにネコゼミジンコは実在します。

親
「どうもー、また来ます。」

ジンコさん「あんたにミジンコの何がわかるって言うの？！ミジンコって小さいのよ。肉眼じゃなかなか見えないの。あ、ちょっとした点があるなー、なんて。ふふふ。飲んでみる？ミジンコジュース。新鮮なミジンコがいっぱい。うふふふ。　さぁ、どうぞ。味はミドリムシ味です。」

親
「飲めるか！」

ジンコさん「シラウオの躍り食いはあるのに、ミジンコの踊り食いはだめだって言うの？愛するミジンコを、接種することで身も心もミジンコと同化する、、、。これがミジンコマニアの夢ではなくって？」

親
「、、、じゃあ一匹飼いますから！いくらですか！」

ジンコさん「我が子同然のミジンコ達を金で売るわけないでしょ！」

親
「あんた、ナニモンだぁーっ？！」

ジンコさん「失礼しちゃう！（ぷいっ）、、、、、あー！よしわかった！じゃあ、ジンコちゃんのとっておき情報～！イエー！『プリクラ』って『プリントシール』の略だって知ってた？」

親
「略になってねーだろ。」

ジンコさん「、、、、、いま、あたしの事お馬鹿って思ったでしょ。まぁ、いいわ。アイドルはお馬鹿って思われたほうが売れるって言うし。」

子供
「おねえちゃんアイドルなの？AKBなの？」

ジンコさん「そうよ！あたしはミジンコ界のアイドル！A　愛してる　K　キテる　B　ぶっとんでる　、超絶人気アイドルグループAKB１の総選挙はいつも一位！はい、おねえちゃんと握手しましょ。」

子供
「握手券３枚持ってるんで、１分間握手いいですか。」

ジンコさん「
警備員『はい、そこ　ちゃんと並んでクダサーイ！』


オタク１『こら、おめぇ押すんじゃねぇよ！』


オタク２『ジンコちゃーん！』


警備員『そこ！列を見出さないでー！マナーを守ってクダサーイ！』


ジンコさん『みんな、今日は握手会来てもらってありがとー！』


オタク１＆オタク２『ヒュー！』


ジンコさん『ユパさま、これ運んでくださる？気流が乱れてうまく飛べないのー！』
」

子供
「で、でたぁ！ジンコさんの一人ジブリだー！！」

ジンコさん
「その者蒼き衣をまといて金色の野に降り立つべしぃ、、、」　（ジンコさん、退場）

親
「お、、、終わった、、、悪夢のようだった。今日のことは忘れよう。さ、行くぞ　ペットショップに！　俺達の戦いはこれからだ！」

子供
「うん！！！」

ジンコ
「（スッと出てくる。）　しかし、彼らは気づいていなかった、、、第二　第三の　ジンコさんが生まれようとしていることに、、、。」

子供
「わぁーい！」

親
「あっちいけ、コラァっ！！！」

ジンコ
「ひょ、ひょーい！！」

◆…暗くなる
SE【１】…アイキャッチ音
「笑いの時間２」

登場人物／司会、イチハツネラタロウ、１、２、３、４

◆…明るくなる

SE【１０】…朝のニュース？っぽい音楽、NHK?
司会
「おはようございます。笑いは一日の活力！朝の笑いの時間です。みなさん、ランチの時間に話が盛り上がって一発ギャグを言いたい、そんな事はありませんか？そんな時、一躍会社の人気者になれる、お手軽な一発ギャグをご紹介しましょう。解説はいつものよーにイチハツネラタロウさんです。」

イチハツ
「よろしくお願いします。」

１
「それじゃあ、今からこのお箸をつかって一発ギャグをしまーす！」

みんな
「イエーイ！」

１
「ピノキオ。」

みんな
「、、、キャハハハハハ！」

司会
「あーっと、これは外しましたね。」

イチハツ
「ええ。完璧にはずしましたね。しかも、このギャグはお箸を一本しか使っていません。非常にもったいないですね。その点で非常に未完成なギャグといえるでしょう。」

司会
「では、いつものよーにイチハツさんに見本を見せていただきましょう。」

イチハツ
「よく、見ててください。、、、じゃあ、今からお箸を使って一発ギャグやりまーす！」

みんな
「イエーイ！」

イチハツ
「びっくりして目が飛び出しちゃったぁ。」

司会
「ありがとうございました。みなさんも是非、明日の給食時間で活用してください。クラスの人気者になること、うけ合いです。一発ギャグは世界を半分救う。朝の笑いの時間でした。」
◆…暗くなる

SE【１】…アイキャッチ音
「オタク栽培名人　茂十太郎さん」

登場人物／茂十太郎さん、ぽんちゃん、オタク１、オタク２、オタク３
◆…明るくなる
ぽんちゃん「ちゃんちゃんちゃちゃーん！　皆さんコンバンワー！　今夜も始まりました、ビューティーぽんちゃんの、名人探訪の旅！　ミュージックスタート！！！」

SE【１３】…（SADE（シャーデー）の「KISS OF LIFE」、ＫＢＣ九州朝日放送の日曜昼の定番、旅情報番組 『るり色の砂時計』のエンディング）　が流れるのでるり色の砂時計っぽく振る舞うぽんちゃん。

ぽんちゃん「今夜は、こちらオタク栽培歴３５年、オタク一筋の茂十太郎さんのオタクに来ています。こんばんわぁ！」

茂十太郎「あ、あう　あう（寡黙な感じ）」

ぽんちゃん「こんばんわぁ！」

茂十太郎「お、おう、おう（寡黙な感じ）」

ぽんちゃん「いまは、なにしてるんですか？」

茂十太郎「こうやってねぇ、リア充をこまめに抜いてやらんと　オタクはすーぐダメになってしまうからねぇー。」

ぽんちゃん「日頃の手入れが大事なんですね？！他にはどういう事をしてるんですかぁ？」

茂十太郎「お、おう、お、耕してる、耕してる。」

ぽんちゃん「耕してるんですかぁ？これは、何を耕してるんですかぁ？土ですかぁ？」

茂十太郎「つ、、、つち、そう、土はね、オタクにとって大事だから、こうやって土つくってる。　アニメージュとか、ニュータイプとかがいいね、良い感じに土ができるよぉー　ほら見て、このいきいきした、オタク！これはねー土がいいからだよ、土が！！」

ぽんちゃん「あとは　どんな肥料を使ってるんですかぁ？」

茂十太郎「そうだねぇー　そうだねぇー　やっぱりねぇー　ゲームだねー　はい、ゲームギア。これなんかね、いい感じに腐ってるから　いい土ができるんだよ、これが！ほれ！」

ぽんちゃん「わぁ！プレイしだしたぁー　すごーい！ちょっと触ってもいいですか？」

茂十太郎「触るなぁああああああ！！！触ったらイカン！おんなが触ったら、終わるんじゃ！おんながオタクに触ってしもうたら、終わってしまうんじゃあああ！　ほら！　オタクが！元気なくなっていっとる！　あんたのせいじゃぞ！」

ぽんちゃん「すいません！あたし知らなくて！」

茂十太郎「どうしてくれるんじゃ！」

ぽんちゃん「あたしに何かできることはないですか？！」

茂十太郎「じゃあ・・・妹キャラで　「お兄ちゃん、ちゅきっ！」　って声をかけるんじゃ！いいか、好き！ではないぞ、ちゅき！だぞ、ちゅき！だからな！ちょきだぞ！」

ぽんちゃん「わかりました！　「お兄ちゃん、ちゅきっ！」　」

（オタクの一人が満点の笑みを浮かべる）

茂十太郎「おおお！奇跡じゃ！奇跡が起こった！次は後輩キャラで　「せ・・・先輩、このチョコレート、受け取ってくれますか？」　」

ぽんちゃん「わかりました！　「せ・・・先輩、このチョコレート、受け取ってくれますか？」　」

（オタク全員が満点の笑みを浮かべる）

茂十太郎「おおお！オタクたちが、こんなにも元気に！ありがとうよ！ありがとう！」

（オタク２　と　オタク３が喧嘩をはじめる）

ぽんちゃん「あああ！オタクが喧嘩し始めました！」

茂十太郎「これは、任天堂派とソニー派の喧嘩なんじゃ！こら、やめんか！任天堂とソニーは、もう永遠にわかりあうことはできないんじゃ！販売台数は３DSが上なんじゃ！」
ぽんちゃん「これはハード的な喧嘩なんですね！　すごい迫力です！迫力があります！いい大人がゲームごときで本気で喧嘩してます！ああ！今度は、別の喧嘩も始まりました！！」

茂十太郎「こら！やめんか！あれはズボンなんじゃy！パンツじゃ無いんじゃ！パンツじゃないから恥ずかしくないんじゃ！」

ぽんちゃん「あああ！茂さん！あそこのオタクの様子が？！　ん？オタクの様子が？！」

茂十太郎「ほほう、これは珍しい。オタクが進化しようとしておる。これは、、、１０年に一度見れるかどうかというオタクの進化なんじゃ！」

オタク３「俺、今度、街コンいくんだ。」

オタ１、オタ２「、、、、、。」

茂十太郎「（悔しい感じ）失敗じゃああああああ！！！リア充になってしもうたぁ！！！」

ぽんちゃん「本日は、オタク栽培名人、オタクを育てて３５年、茂十太郎さんのオタクにお伺いしました！また会いましょー！しーゆーあげん！バイバイ！！」

茂十太郎「リア充は爆発せんといかんのじゃあああ、リア充は税金を高くせんといかんのじゃあああ！」

◆…暗くなる

SE【１】…アイキャッチ音
「ボケモンマスターザトシ」

登場人物／ザトシ、ビカヂュウ、おたくのひと

◆…舞台明るくなる

SE…なんか冒険が始まるような曲
ザトシ
「マザラタウンに～♪サヨナラ♪バイバイ♪　おれ、ボケモンマスターをめざす、ボケモン使いのザトシ！　将来は有名になってライバルを倒してボケモンマスターになってやる！就活なんか諦めておれは、ずっとボケモンマスターを目指すんだ！」

（おたく通りかかる）

ザトシ
「あ！野生のオタクだ！　よーし！　ビカヂュウ！君に決めた！　いけ！ビカヂュウ！」

（タバコを口にくわえ、グラサンをしたビガヂュウが現れ、うんこ座り）

ザトシ
「よーし、ビガヂュウ！たて！」

（たたない）

ザトシ
「よーし、ビガヂュウ！たて！」

（たたない、小声でビガヂュウに話しかけるザトシ。金銭のやりとりする）

ザトシ
「よーし、ビガヂュウ！たて！」

（たつ、ビガヂュウ）

ザトシ
「ビガヂュウ！　かつあげだ！」

（ビガヂュウ、行動しない。小声でビガヂュウに話しかけるザトシ。金銭のやりとりする）

ザトシ
「ビガヂュウ！　かつあげだ！」

ビガヂュウ「びがぁあああああああ！」

ザトシ
「ビガヂュウ！　いんねんつけ　だ！」

ビガヂュウ「ビガァ　ビガァ！（お前何見てんの？　あ、いったぁ！！　骨が折れたァあああああ～。）」

ザトシ
「ビガヂュウ！　うばいとれ！」

ビガヂュウ「ビガビガビガ　（誠意みせろ、誠意。わかるよね？大人の誠意の見せ方わかるよね？）」

ザトシ
「ビガヂュウ！　ジャンプだ！」

ビガヂュウ「ビガビガビガ　（おまえさー　まだ持ってるんじゃないの？ジャンプしてみろよ、ジャンプ。）」

ザトシ
「ビガヂュウ！　おいはらえ！」

ビガヂュウ「ビガ　（おまえ、もう行っていいぞ）」

ザトシ
「よーしビガヂュウ！　ふしぎなくすり　だ！」

（やばいくすり）

ザトシ
「よし！もどれ！ビガヂュウ！」

ビガヂュウ「ビガ！　（いやだ、もっと薬よこせ！）」

ザトシ
「もどれ！ビガヂュウ！」

ビガヂュウ「ビガ！　（やだっつってんだろ！もっと薬よこせ！）」

ザトシ
「もどれ！ビガヂュウ！」

ビガヂュウ「いいからドーピングだ！」

（やばいくすり）

ザトシ
「おや？ビガヂュウのようすが？！」

（進化をはじめるビガヂュウ）

ザトシ
「あ、やべえ！まだカミナリ覚えさせてなかった！Ｂボタン連打で進化キャンセルだ！　（ビガヂュウ、にボディブローとかいろいろする）　おら、進化すんなよ、まだ進化すんなや！　よーし、進化をとめたぞ！」

（倒れるビガヂュウ）

ザトシ
「マザラタウンに～♪サヨナラ♪バイバイ♪　おれ、ボケモンマスターをめざす、ボケモン使いのザトシ！　将来は有名になってライバルを倒してボケモンマスターになってやる！婚活なんか諦めておれは、ずっとボケモンマスターを目指すんだ！　これはあくまでフィクションであり、一部実在の人物、団体に酷似していることが ありますが、あくまで偶然によるものです。」

◆…暗くなる

「もう、手遅れです２」

登場人物／Ａ殿、B殿、C殿、姫
◆…舞台明るくなる

（姫が一人で待っている、離れた所に、A、B、C）

A
「B殿！こちら、アルファ１、アルファ１、今のところ、異常なし！」

B
「A殿！こちら、ベータ１、ベータ１。こちらも異常なし！」

C
「A殿、B殿、３人とも同じ位置にいるから報告しなくて大丈夫じゃないかですお？」

A
「ばかもの！ふんいきづくりのため、！こういう任務は雰囲気作りも非常に大事でゴザルよ！」

B
「まさに、その通り！！、、、しかし待ち合わせの時間まで、もうすぐだとゆーのに、相手がまったく現れる気配が無いですな！どう思う？C殿？」

C
「そ、、、それは、、、。」

A
「ふぅむ、やはりからかい半分の手紙であったか！まったく、人騒がせな！」

B
「よし、姫を呼んで帰るとするか！、、、どうしたでありますか？C殿？」

（C殿、A殿とB殿の肩を持って止める。）

C
「A殿、B殿！す、、、すまん、ふたりともすまん！実は、、、俺が、俺が、ラブレターだしたんだお！おっおっお！」

A
「な、、、なんと！！」

B
「そ、、、それは本当でありますか？！」

A
「C殿っ！姫は我々のサークルでは、その名のごとく　お姫のような存在！お姫様のような存在！、、、お姫様のような存在！抜け駆けはしないと固く固く誓ったではないかぁ！」

B
「待つであります！A殿、おちついてくれであります。A殿！」

A
「B殿は平気なのでござるか？B殿だって、姫の事が、、、。」

B
「シャラップ！！」

A
「ぐはっ！！！」

B
「C殿、、、我々三人は、、、三国志の桃園の誓いのごとく、固く固く誓い合った仲。」

C
「B殿、、、すまん！言い出せなかったお！」

A
「おのれー！おのれC殿！もう絶好でござる！」

B
「A殿！（Aを制する）C殿、、、本気で姫の事を、、、あ、、、あ、、、愛してるのでありますか？」

C
「、、、、、こくり。（頷く）」

B
「なら、思いの丈をD殿にぶつけるのだ！」

A
「B殿！！」

B
「C殿、、、うまく行っても行かなくても、我々は親友ですぞ！A殿、拙者はうっすらと気づいていたでござるよ、、、C殿は、、、自分を変えようとしていたのを。姫にふさわしい男になろうと、一歩を踏み出した、その勇気を見ていたでありますよ、、、。」

C
「B殿、、、、、俺は、、、俺は、、、。」

（C殿の口に指をあてるB殿。）

B
「さぁ、約束の時間は過ぎているでありますよ、、、お姫様が待っているであります！」

C
「わかったお！」

A
「B殿、、、（涙を拭く）C殿！この帽子、忘れるな、、、６０００円のリア充の証でござる！」

C
「、、、行ってくるお！」

B
「ああ、、、。」

A
「、、、がんばれ！（しぼるように）」

B
「がんばれ！（しぼるように）」

（C殿、姫のそばに行き、何かを話している。姫はびっくりしているようだ。姫は照れている。姫もC殿が好きだったのだ。A殿とB殿は、うまく行った二人を見ている。）

B
「、、、A殿ッ！、、、わからんであります、、、こういう時、どんな顔をすればいいのか、、、あたし、わからないのよぉ！」

A
「わ、、、笑えばいいと思うよ！」

B
「、、、自分はC殿と姫がお互いに惹かれ合っているのを、感じ取っていたでありますよ、、、それなのに、それなのに自分は、、、二人がうまく行かなければいいと思っていたでござるよぉぉぉぉぉおおおお」

A
「B殿！いこう！我々は、アニメやゲーム以上に、あの二人を大事に思わねばならぬ！そーゆー時が来たでゴザル！」
（以下の２つのセリフだけ語尾が入れ替わる。）

B
「リア充も、つろうございますな！じ、、、自分は笑えているでゴザルか！？軍曹殿！！（敬礼）」

A
「もちろん！世界一、すばらしい笑顔であります！（敬礼）」

（A、B、頷く。）

B
「いざ、出陣じゃあああああ！！！」

A
「おおおおお！！！」

SE【１４】…エンディングテーマが流れてくる

（以降、A殿、B殿、C殿、姫　セリフ無し。モノローグ風に、CとDを祝福する様子を表現。ジェスチャーで飯でも食いにく？みたいな感じを醸しだして、全員退場する。）

◆…暗くなる

「もう、手遅れです！」　おわり

↓

そのまま俳優紹介、スタッフ紹介へ
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